第２章　原始・古代の日本と世界　　年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　

学習を始めよう　～原始・古代の暮 (く)らしと社会～
教科書p.18～19

Ｑ１　「縄 (じょう)文 (もん)時代の人々」と「古 (こ)墳 (ふん)時代の人々」の想像図には，何をしている人が描 (えが)かれているでしょうか。
●「縄文時代の人々（想像図）」を見て考えよう。
人々は，それぞれ何をしているだろう。できるだけたくさん書き出してみよう。
	






●「古墳時代の人々（想像図）」を見て考えよう。
人々は，それぞれ何をしているだろう。できるだけたくさん書き出してみよう。
	







Ｑ２　縄文時代と古墳時代の器や像を比べると，どのような点が違 (ちが)っているでしょうか。また，なぜ変化したのでしょうか。
●「土 (ど)偶 (ぐう)」と「埴 (はに)輪 (わ)」を比べてみよう。
「土偶」と「埴輪」はそれぞれ，何を表現していて，何の目的で作られたのだろう。
また，どのような点が違っているかな。
	






●「縄文土 (ど)器 (き)」と「須 (す)恵 (え)器 (き)」を比べてみよう。
色，厚さ，形などを比べよう。どのような点が違っているかな。
Ｑ１の絵を参考にして，作り方や使い方も想像してみよう。
	






●「土偶」から「埴輪」，「縄文土器」から「須恵器」へと変化した背景について想像してみよう。
	







Ｑ３　縄文時代から古墳時代にかけて，社会はどのように変化したのか，予想してみましょう。
	









→縄文時代については教科書p.30～31で，
古墳時代については教科書p.34～35で，くわしく学習するよ。

